
色々な数列 フローチャート

1. 和の記号Σ

数列の和 nn aaaaa  1321 ・・・ についてもう一度考えてみよう…

この式は，

『 までの和から｝の，｛数列 nkkak 1 』

というように考えることができる。
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つまりΣは，数列の和を簡潔に表記する為の物である。

たとえば ｝数列｛ ka の第 1 項～第 10 項までの和であれば
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ka のように書ける。

また， k ではなく，他の文字（添え字）を用いて表してもよい，つまり
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と書いても，本質は変わらない。
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・・・ であるので，Σを考えるとき，わかりづらかったら一度

nn aaaaa  1321 ・・・ と書き出してみるとわかりやすい。

（例 1） ｝数列｛ kb の第 1 項～第 12 項までの和＝
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（例 2） ｝数列｛ ka の第 1 項～第 1n 項までの和＝
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（例 3） ｝数列｛ na が，第 k 項 2kak  であるとき，

｝数列｛ na の第 1 項～第 n項までの和＝
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（例 4） ｝数列｛ ka が等比数列であるとき，

｝数列｛ ka の第 1 項～第 n項までの和＝
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＝（等比数列の第 1 項～第 n項までの和）



2. Σの性質（計算法則）

一般にΣを使うとき，以下の計算法則が成り立つ
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…Σの分配法則は成り立たない！

3. Σの計算公式

基本公式
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k raa は等比数列より，等比数列の和の公式をそのまま利用。
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↑ nk ,,2,1 ・・・ に関係なく，常に cak  であるため。

便利公式
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↑ kak  は初項 1，公比 1 の等差数列の和より，等差数列の和の公式を用いた。
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↑②と同じ， 44)1( kk  の恒等式を利用して導ける。

とくにこの２つ

は要注意！！



4. Σの計算例

それでは実際にΣの式を計算してみよう。

)1intPo （ ｝数列｛ na の第 1 項～第 n項までの和）＝
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第 k 項 ka の式を作っておこう！

)2intPo Σの計算法則に従い，Σの分配ができるものとできないないもの，Σの変数は何かを

しっかりと見極めること。

)3intPo 計算するにあたって，基本公式，便利公式があてはまるものはそのまま公式を

代入してよい。公式があてはまらないものは書き出して考える。

例 1） ・・・,36,25,16,9,4,1 である数列の第 1 項から第 n 項までの和 nS を求めよ。
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※例 3 と例 4 をみるとわかるように，公式が当てはまらない場合は，「差形の数列の和」を作ると

計算ができることが多い。公式が使えないときは差形に直してみよう。

あてはまる公式が

ないので，書き出し

て考えてみた。

あてはまる公式がないの

で，書き出して考えよう

としたが，引き算の形に

直してからの和を計算し

てみた。



５. 和と一般項の関係

数列の和 nnn aaaaaS  1321 ・・・ について，一般項 na との関係を考えよう。

（ n≧2 のとき）
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と， 1 nnn SSa が成り立つことがわかる。

また、 1S とは第 1 項から第 1 項までの和，即ち第 1 項そのものなので， 11 Sa  である。

★ 1 nnn SSa （ 2≧n ）

11 Sa 

（例） 12  nnSn で与えられているとき，一般項 na を求めよ。
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（例） 1432 33534333211  nn・・・・・・ を求めよ。

（考え方）各項の左側の数字は 1,2,3,…の等差数列，右側の数字は ,3,3,3,1 32 …の等比数列である

ので，｛（等差）×（等比）｝数列の形である。等差数列と等比数列を含むので，この 2

つの数列における和の公式の求め方を利用して考えてみることにする。等差数列のや

り方ではうまく考えられないので，等比数列のやり方で考えてみる。
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等比数列における和の公式の導入と同じ考え方で求めることができる



７. 階差数列（の利用）

数列 na を見たとき，法則性がなかなか見当たらないときがある。このとき，各隣接する項の差

をとってみると，法則性が見つかるような数列がある。ここでこの

「各隣接する項の差を並べた数列を階差数列」

と言い， nb と書くことにする。

このとき，数列 na の一般項 na を，階差数列の一般項 nb を使って考えることができる。
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